
例会報告
●第2204回例会　平成30年１月10日（水）晴
●１月は職業奉仕月間
●君が代
●ロータリーソング　　奉仕の理想

●出席報告　　会員　　　名中　　出席60名

　　　　　　　出席率72.29％　修正出席率75.29％

（12月13日分）

修正出席率84.44％

（12月20日分）

●乾杯　松原忠久1998〜1999年度会長

●ゲスト紹介
　・ゲストスピーカー

　　愛知県振興部航空対策課　課長　坂田一亮氏

　・福田哲三幹事ゲスト

　　Mr. Nugal Vaidya（Neparl RC）

　・米山奨学生　葉　璇さん

●ニコボックス
　「本日は職業奉仕月間に因んで愛知県振興部航空対策

の坂田一亮課長におこしをいただき愛知航空ミュージ

アムについてお話をして頂きますので宜しくお願い致

します。」　　　　　　　二村伝治職業奉仕委員長

　「ネパール3292地区の元地区幹事のヌガールさん、よう

こそ和合ロータリーへ。日本での例会を楽しんで下さ

い。」　　　　　　　　　　　　　　福田哲三幹事

　「今年もよろしくお願い致します。」

小池康資君、南　喜幸君、小栗正章君

岩田玄知君、端山佳誠君、小南速雄君

松原忠久君、天野俶明君、福田哲三君

夏目　稔君、黒田史郎君、横井辰幸君

田尻幹夫君、長澤功雄君、宮下幸二郎君

加藤重和君、國分孝雄君、田中正次君

山本文彦君、本多國泰君、南舘哲也君

須賀邦一郎君、亀井敏勝君、安井信之君

冨島照男君、浅野　洋君、石川一郎君

稲川　久君、内間三好君、林　　司君

丸山弘昭君、増田靖憲君、近藤東臣君

髙木一平君、槇野智之君、蜂須賀太郎君

片桐寛治君、天野清美君、久保哲政君

足立吉正君、伊藤勝康君、伊藤尚貴君

桑山卓也君、小松佳史君、　田正道君

久保和彦君

　「１月６日 中日新聞に明治創業の企業として、一柳葬

具総本店が記事として掲載されました。皆様のおか

げです。ありがとうございます。」　　加藤智弘君

　「星野監督の訃報を聞き大変残念に思っています。20

年前より個人的にも大変お世話になっておりました。

心よりご冥福をお祈り申し上げます。」　間地　寛君

本日のニコボックス　　　 5件  　106,000円

　累　　　　　計　　　 136件　1,206,000円

福田哲三幹事報告
▽１月のロータリーレート

　１月のロータリーレートは、１ドル114円です。

▽当クラブ行事予定

　・１月17日（水）　新春夜間例会、18 時〜です。

場所はウェスティンナゴヤキャッス

ルです。

※お昼の例会はございません。

　・１月31日（水）　例会終了後、理事会を開催致し

ます。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。

　・２月14日（水）　名古屋名城ＲＡＣ合同夜間例会

です。

ローターアクトとの合同例会のた

め、18時 30分〜となります。

場所はウェスティンナゴヤキャッス

ルです。

※お昼の例会はございません。

※本日、名古屋名城ＲＡＣ合同夜間例会のご案

内を配布しております。

加藤一郎会長挨拶
　明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願

いいたします。

　年頭に当たり、変化の激しい世の中、これからのロー

タリークラブ　－組織であることは我々の企業も同様で

すが－　が、環境の変化に対応していくためには、ど

うしたら良いかを考えてみたいと思います。

　組織が連綿として、環境の変化に対応していくために

は、世の中の動きをとらえて、それぞれの分野におい

て変化させていくことが必要であり、創造的に現在の

枠組みを変えていくことになると思います。

　２０１６年４月、ＲＩ規程審議会で様々な決定が行わ

れ、クラブに大幅な柔軟性を認める決定をしました。

なぜ、柔軟性そして多様性が必要か？

　先人の言葉は、

　・ポール・ハリス

　ロータリーの物語は時代とともに何度も書換えら

れるでしょう。

　・チャールズ・ダーウィン

　この世に存続し、繁栄を続ける生物は最も強い

ものでも、最も知性の高いものでもない。最も変

化に対応できるものである。

　・フリードリッヒ・ニーチェ

　脱皮できない蛇は滅びる。意見を脱皮していく

ことを妨げられた精神も同様だ。

　以上のように柔軟性、多様性も重要でありますが、

一方、次のような面が求められているのが前提です。

　・ロータリークラブの構成  （国際ロータリー定款第

５条第２節より）

　クラブは善良さ、高潔さ、リーダーシップを身をもっ

て示し、職業上及び（または）地域社会でよい評判を

受けており、地域社会及び（または）世界において奉

仕する意欲のある成人によって構成されるものとする。

　今後、戦略委員会を中心にあり方の検討を行ってい

きたいと考えています。

卓　話
職業奉仕月間にちなんで

職業奉仕委員長　二　村　伝　治

　昨年実施したアンケートによると、とくに入会歴の浅

い会員には職業奉仕は、他の４大奉仕に比べると分か

りにくいとの答え。最近のＲＩは「職業奉仕」を、会員

の職業上のスキルを活かして個人、クラブを問わず実践

することがすべて立派な職業奉仕としつつある。いまだ

日本では、伝統的な職業奉仕観が根強い。

あいち航空ミュージアムについて
愛知県振興部航空対策課　課長　坂　田　一　亮

１．初めに

　昨年の11月30日に県営名古屋空

港にオープンしました「あいち航

空ミュージアム」の開設経緯、展

示内容についてお話しします。

２．本県の航空機製造の歴史

　愛知県は、現在、航空宇宙産

業の中心地となっています。かつ

てはゼロ戦を製造していた三菱大

江工場がありました。戦後、航

空機製造が禁止されサンフランシスコ講和条約締結後

再び航空機製造の機運が醸成され、昭和37年８月に国

産旅客機ＹＳ11が初飛行。その後昭和46年に製造中止。

結果、航空機関連の企業、三菱重工業、川崎重工業、

富士重工業をはじめとして関連企業がたくさん集積。

３．特区指定

　平成23年に愛知県、岐阜県(のちに三重県、長野県、

静岡県が参加)が、国際戦略総合特別区域「アジアNo

１航空宇宙産業クラスター形成特区」として指定され、

三菱航空機がＭＲＪの開発開始。平成27年初飛行にこ

ぎつけ、現在、型式証明取得に向けて試験飛行を継続

中です。

４．ミュージアム開設経緯

　ＭＲＪ開発生産により①当地の航空機産業の情報発

信②航空機産業をベースとした産業観光の強化③次代

の航空機産業を担う人材育成の推進が急務とされ、既

存の空港周辺の航空機関連見学展示施設、エアポート

ウオーク名古屋、航空館Ｂｏｏｎ、エアフロントオアシ

スなどとともに地域全体をフィールドミュージアムとする

ことを目指し、所要の予算措置が講じられ昨年11月30日

開場に至った。

５．施設の概要

　名誉館長に映画監督の堤幸彦氏、館長には東京大学

大学院教授の鈴木真二氏に就任いただいています。展

示のテーマは、「空への憧れ」を呼び覚まし、「飛ぶと

は？」を学び、体感させることとしています。地上2階

建て＋屋上階からなる各フロアでは、１階には　ＹＳ11

やＭＵ−２等の実機展示、２階は25分の１スケールの超

精密模型「名機百選」が展示されています。　また、

大型スクリーンを配備した「オリエンテーションシア

ター」では、この地域の航空機産業の歴史を交えて、

航空の歴史と発展を伝えます。さらに、「サイエンスラボ」

では、社会見学にも対応した航空教室や工作教室を開

催し、航空機の飛ぶ仕組みを触れて、考え、学ぶこと

ができます。屋上の展望デッキは、滑走路から約300ｍ

に位置しており、離着陸する航空機を間近で見ることが

できます。このほかミュージアムカフェ、ミュージアム

ショップを併設し、航空機生産、整備の場、学校教育・

社会教育といった人材育成の場、産業観光の場として、

地域の活性化を目指しています。

　本格的な航空ミュージアムです。是非お越しください！
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例会 月日 今後の予定

第2206回
会員　冨島照男君

「判りやすくて、為になる
　　　　　－「死刑のお話し」」

1.24

第2207回 1.31

第2208回

元岩手県知事、元総務大臣、東京
大学公共政策大学院客員教授、
野村総合研究所顧問
増田寛也氏　「地方創生の課題」

（例会時間12:30〜14：00となります）

2.7

第2209回
名古屋名城ＲＡＣ合同夜間例会
18：30〜　ウェスティンナゴヤキャッスル
（お昼の例会はございません）

2.14

よろず相談・宙（ＳＯＲＡ）
代表　鈴木康代さん

「最近の教育について」


